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回転半径が大きいほど，深部解像力が両核種とも著明に

低下した．また回転半径を一定にして，計数率を1／4に

すると，深部解像力は両核種とも低下した．深部解像力

を向上させるには回転半径が小さいほど良く，次に計数

率が多いことが好ましい．

9．デュアルエネルギー法によるSPECT像の吸収補正

　　の検肘
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　われわれは99mTcと1111nの線減弱係数が近似してい

ることに着目して，これらの2つのエネルギーを利用す

る新しい吸収補正法を開発した．このデュアルエネルギ

ー法による吸収補正は99mTcの外部面線源からのTCT

データと同時に得られた1111n標識モノクローナル抗腫

瘍抗体のSPECTデータを使用する．　SPECTデータに

TCTデータから得られたコレクションマトリックス画

像を使用することにより，吸収補正が施行される．胸部

ファントム実験では吸収補正SPECT像は実際の1111n

の放射能分布と良く一致し，定量性の高い画像を得るこ

とができる．

10．Ga・67の体内分布に及ぼす鉄代謝の影響
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　臨床例において，対象を血清鉄高値群（17件），正常

域群（91件），および低値群（17件）の3群に分け，静

注48時間後のscintigram上のGa－67体内分布を3群

の間で比較検討した．

　肝臓の相対的なGa－67の摂取量は，血清鉄値と負の

相関が，またUIBCと正の相関があった．3群間での

比較では，血清鉄低値群が正常域群より有意に高く，正

常域群が高値群より有意に高かった．

　腰椎の相対的なGa－67の摂取量も，血清鉄値と負の

相関が，またUIBCと正の相関があった．3群間での比

較では，血清鉄低値群が正常域群より有意に高かったが，

正常域群と高値群との間には有意差は認められなかった．

腰椎のGa－67の分布の差異よ！，血清鉄低値群では主

に骨髄に，また血清鉄高値群では主に骨にGa－67が集

積することが推測された．

　また，血清鉄高値群においてのみ3件に膀胱の描出が

あり，Ga・67の尿中排泄が静注48時間後も大量にある

ことが示唆された．

11．下腸間膜静脈血の肝内分布について

　　一門脈流線現象の考察一
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　Tl・201経直腸シンチグラフィで肝内分布に偏りがみら

れることがある．この門脈流線現象の起きやすい状態と

肝内分布の状況について考察した．TI－201経直腸シンチ

グラフィで心／肝比が0．7以上の症例を検討対象とし，

限局性肝病変は除外した．血流分布評価のコントロール

としてTc－99mコロイドシンチグラフィを用いた．結論

として下腸間膜静脈血には門脈流線現象が明らかに認め

られ，右側への流入増加と左側への流入増加の両方の現

象が観察された．背臥位では右側に，自由行動では左側

に流入する傾向があり，頻度は背臥位では18％と多く，

自由行動では6％と少なかった．また，背臥位と自由行

動では全く逆の所見が観察された症例があった．門脈流

線現象の頻度，様式は疾患ではなく体位によって大きく

左右されると思われる．

12．小児腎炎患者における運動負荷の腎機能に及ぼす

　　影響：運動負荷レノグラムによる検討
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　小児腎炎患者に安静時および運動負荷直後に99mTc－

DTPAを用いたRenoscintigraphyを施行し，運動負荷

の腎機能に及ぼす影響につき検討を加えた．腎血流量を

反映する全腎摂取率は，正常群，腎炎群ともに運動負荷

後に低下する傾向にあったが有意差はなく，運動負荷後

に血尿や蛋白尿の増悪した群においても有意の低下を認

めなかった．腎での平均通過時間（MTT）についても，

正常群，腎炎群ともに運動負荷後に延長する傾向がみら
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